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都会でも葉がついた大根やカットしていない白菜の需

要が意外にあることがわかりました。2009年 11月 の

生明祭では,Marchё lchidaと 銘打ってオシャレな店

構えにし,茂木直送の野菜や柚を完売しました (写真

4)。

私自身は前任の教授から研究室を引き継いで 4年

目ですので,卒業生はまだ 2回 しか送 り出していま

せんが,以下に挙げる卒業論文のテーマから「社会

明治大学農学部研究報告 第59巻 ―第 3号 (2010)

学」,「現地調査から学ボ」という二つの特徴が多少な

りともおわかりいただけるのではないかと思います。

「都市農業の展開過程―横浜市を事例 として 一」,

「商店街と大型シッピングセンターの共生」,「精神障

害者と農業について一練馬区を事例として一」,「郊外

論についての考察―多摩ニュータウン住民の視点から

―」,「若者ファッションの考現学的考察」

2010年 4月 より,研究室の看板は「環境社会学研

究室」となります。これまでの研究内容に加え,農業

や農地のもつ多面的機能,た とえば景観,保養,生物

多様性に焦′点を当て,よ り多くの人々が農業や農村に

興味や問題意識をもち,実際に関わるようになるには

どうすればよいか,ま た,いままでなぜそれが充分で

きてこなかったのかを,私 自身がフィール ドとする

EUや ドイッの実態と比べながら考えていきたいと思

っています。

より詳しくは HP:http:〃 www7a.biglobe.ne ip/～

chiikikeikaku/を ご覧いただければ幸いです。

写真 2

写真 4

写真 3

―- 68


